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＜あらまし＞ 本✏では，ᖇ京大学における⤫計学⩦のㄢ㢟とᨵၿ計⏬を報告した．2022 年度

までのᤵᴗ実㊶をり㏉り，学⩦⪅個ูの Excel ₇⩦の࣌ーࢫ⟶理をㄢ㢟にᣲげた．⤫計学⩦

のᤵᴗを対象としたᤵᴗ実㊶の調査をとおして，㌿ᤵᴗや教え合いの効果が認められること

をཧ考に， 2023 年度後期のᤵᴗタ計を計⏬した．ࢢルーࣉワークによる教え合いのᑟධは，

Excel ₇⩦の進ᤖをᢕᥱに効果的なࡔけでなく，学⩦⪅の理解をಁ進することが期待される． 
＜キーワード＞ ⤫計学⩦, ༠ാ学⩦, ᤵᴗᨵၿ 
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近年，新しい౯್を生みฟす方ἲとしてࢹ

ーࢫ࢚ࣥࢧࢱがὀ目を㞟めてஂしい．国ෆ

の大学においては，ࢹーࢫ࢚ࣥࢧࢱ関㐃の

⛉目のᑟධやࢹーࢫ࢚ࣥࢧࢱ学㒊の新タが

目❧つ．このࢹーࢫ࢚ࣥࢧࢱを学生がಟ得

するうえで，⤫計は必㡲のࢫキルのࡦとつと

いえる． 
本✏では，➨㸯ⴭ⪅がᡤᒓするᖇ京大学の

⤫計学⩦に関わるㄢ㢟を整理した．さらにඛ

行研究の実㊶をཧ考に，ᤵᴗᨵၿのためのᤵ

ᴗ計⏬を報告した． 
 

2. ᢸᙜ⛉目のᴫせとᐇ㊶ 

2.1. ᢸᙜ⛉目のᴫせ 

➨㸯ⴭ⪅は，2019 年度よりᖇ京大学におい

て表計⟬ࢶール  Microsoft Excel（以下，

Excel とする）を用いた⤫計⛉目「情報ฎ理

２」（以下，担ᙜ⛉目とする）を担ᙜしている． 
担ᙜ⛉目では，Excel ₇⩦をとおしてᇶ♏

的なグ㏙⤫計と推 ⤫計の⩦得を目ᣦす⛉目

である（ල体的なෆᐜはࢩラࢫࣂཧ↷ , 
https://syllabus.cs.teikyo-u.ac.jp/ , ཧ↷日

2023 年㸴月 27 日）．ᒚಟ⪅には，初学⪅向け

のᤵᴗであることをㄝ明している． 
担ᙜ⛉目の฿達目ᶆは，「Microsoft Excel 

を用いて目的にᛂࡌたࢹーࢱ分析ができる」

こと，「得られた結果をᐈ観的に解㔘すること

ができる」ことの２点である． 
担ᙜ⛉目のᒚಟ年ḟは㸯年生から㸲年生す

てにりᙜてられており，学㒊・学⛉のไ

㝈や前提⛉目はタけられていない㑅択⛉目で

ある．例年は学年やᡤᒓに偏りはなく，幅ᗈ

いᒙの学生がᒚಟしている．なお，PC や

Excel のᇶ本᧯సを学ࡪことを目的とした⛉

目ではないため，情報ࣜテラࢩー⛉目はᒚಟ

῭みであることを推ዡしてきた． 
2.2. 2�22 ᖺ度のᤵᴗ㐠Ⴀ 

⾲１に，2022 年度後期担ᙜ⛉目のᇶ本的な

進め方を整理した．ᤵᴗは PC 教ᐊにおいて

対㠃ᙧᘧで実された．➨㸯ⴭ⪅のࢫࣥト

ラクࣥࣙࢩの㏵中やᤵᴗの⤊┙に個ูの

Excel ₇⩦をᑟධした．ᤵᴗ中に学生から質

問があったሙ合，ㅮᖌが学生のᗙᖍでドࣂ

する，LMSࢫ のࢵࣕࢳト機能（Blackboard 
Collaborate Ultra）を利用して回答する，と

いった方ἲを᥇用した．ᤵᴗ⤊後，Excel ₇
⩦の成果は提ฟを求めていない． 

その，ᤵᴗ外のྲྀり⤌みとして，ྛᤵᴗ

回のෆᐜに関わる多⫥㑅択ㄢ㢟や✰ᇙめㄢ㢟，

Excel によるฎ理が必要なࣇル提ฟㄢ㢟

を求めた．LMS のᥖ♧ᯈ機能を利用した࣓ࢥ

ࣥトや質問のᢞ✏は௵意で求めた． 
 
⾲１ ᢸᙜᤵᴗ（�� ศ）のᇶᮏᵓ成 

間（分） ᴫ要 
10㹼15 ᙜ日のෆᐜ，前回のྲྀり⤌

み，質問対ᛂ 
60㹼70 ㅮᖌのࢫࣥトラクࣥࣙࢩ，

個ูの Excel ₇⩦ 
㸳㹼10 まとめ，ᤵᴗ外のㄢ㢟ㄝ明，

質問対ᛂ 
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2.3. ᢸᙜ⛉目のㄢ㢟 

担ᙜ⛉目のᤵᴗ実㊶におけるㄢ㢟は⤯えな

いが，本✏では個ูの Excel ₇⩦の࣌ーࢫ⟶

理をᣲげる．Excel ₇⩦は，㸯つのㄢ㢟（た

とえば௦表್を求める，ࢢラࣇに整理するな

ど）ࡈとにタけている．2022 年度の学⩦⪅個

ูの進ᤖはᤵᴗᨭࢫࢩテ࣒ Wingnet によ

る学生 PC のࣔࢢࣥࣜࢱࢽとࢵࣕࢳトをྲྀり

ධれたものの，㸯名のㅮᖌが᭱大 60 名の PC
をࣔࢢࣥࣜࢱࢽしてᤵᴗをᒎ㛤することは㝈

⏺があり，すての学生の進ᤖにあわせた進

行ができていない． 
このㄢ㢟を解Ỵするための手❧てをඛ行研

究の実㊶をもとに᳨ウしていく． 
 

3. ⤫ィ⛉目ࢆ対㇟とࡓࡋᐇ㊶ 

⤫計学⩦の学⩦効果を高める実㊶として，

前に教⛉書などでண⩦する㌿ᤵᴗや教え

合いを通ࡌた理解をಁす࣌ワークをᑟධし

た実㊶が報告されている． 
అᮌ田ほか（2020）は認識的‽備活ືをྲྀ

りධれた㌿ᤵᴗを実㊶した．㌿ᤵᴗでᢅ

うື⏬のᮍど⫈問㢟の解消をࡡらいに，学⩦

⪅自身がື⏬ど⫈にఱらかの意をぢฟし，

自発的にྲྀり⤌めるようಁす工ኵをᑟධして

いる． 
అᮌ田ほか（2020）はまた，大ᾆほかの

2017 年の論文をᘬ用し，「࣌でのࢤー࣒活

ື，個人でのㅮ⩏ື⏬のど⫈，ྠ࣌ࡌでの

問㢟₇⩦をࢵࢭトする学⩦ࢧクルを実㊶し，

学⩦⪅の⩦⇍度がẁ㝵的に向上する」ことを

⤂している． 
その，▼ほか（2020）は自⩦用 Web 教

ᮦの㛤発とホ౯を行った．学⩦⪅のࣗࣆࣥࢥ

ーࢫࢱキルに౫Ꮡせず⤫計解析ࢶールを使用

することができること，心理⤫計と⤫計解析

ールの学⩦に対する⯆や有効性の認知をࢶ

⥔持することをࡡらいとして，㐺ษなࣇー

ドࢵࣂクを༶に行う⊂⩦教ᮦを㛤発してい

る． 
 

4. 2�23 ᖺ度のᤵᴗᐇ㊶への᳨ウ 

ここでは，➨㸯ⴭ⪅が 2023 年㸷月より実

ணᐃの担ᙜ⛉目のᤵᴗ計⏬について整理し

た．２クラࢫで実ணᐃであり，例年のᒚಟ

人ᩘからは 40 名程度の学生がぢ㎸まれる． 
4.1. ㌿ᤵᴗのᑟධとㄢ㢟 

前学⩦をᑟධして᭱ప㝈の知識を学⩦さ

せることは，ᤵᴗෆでの Excel ₇⩦を効率よ

く進める手❧てになる．しかし，担ᙜ⛉目に

おいて㌿ᤵᴗのᑟධはㄢ㢟がணされる． 
➨㸯ⴭ⪅は，2022 年度に異なる⛉目（表計

⟬₇⩦⛉目，ࢹー࣋ࢱー₇ࢫ⩦⛉目）で㌿

ᤵᴗをྲྀりධれた（安㒊 2022）．実㊶の結果，

ᤵᴗ外の学⩦間がቑ加し，学⩦効果は認め

られたが，ᒚಟ⪅の前提知識がὸい初⣭⛉目

では，ᤵᴗ後の‶㊊度がⴭしくపかった．担

ᙜ⛉目のᒚಟ⪅の特性を考៖すると，㌿ᤵ

ᴗをᑟධするには前学⩦に対する学生の

体性をᘬきฟす工ኵのᑟධが必要ࡔろう．  
4.2. 教࠸ྜ࠼のᑟධとᮇᚅࢀࡉる成果 

ワークによる教え合ࣉルーࢢワークや࣌

いのᑟධは，学⩦⪅の理解をಁ進するࡔけで

なく，ㅮᖌが Excel ₇⩦の進ᤖをᢕᥱする㝿

にもᙺ❧つと考える． 
ᖇ京大学ඵ⋤子キࣕࣥࢫࣃでは，ࢢルーࣉ

ワークに特化したクテブラーࢢࣥࢽ教ᐊ

を㐠用している（安㒊ほか 2023）．この教ᐊ

には，᭱大㸴名のブーࡈࢫとに PC が㸯ྎ㓄

備されており，ࢢルーࣉでのసᴗや議論を中

心にしたᤵᴗが期待されている． 
ᤵᴗの中で Excel ₇⩦を進める㝿，ྍ能な

㝈りゆっくりと᧯సを࿊♧し，᧯సの間を

タけている．しかし学⩦⪅は，ㄝ明を⪺いて，

ㅮᖌの᧯సをぢて，実㝿に᧯సする必要があ

り，ฎ理が必要な工程は多い．学⩦⪅㸯名が

ブーࡈࢫとの PC で᧯సを進めるとき，ほか

の学⩦⪅からのドࢫࣂがあれば，この問

㢟の解消が期待できる．さらに，ㅮᖌが学⩦

⪅の PC をࣔࢢࣥࣜࢱࢽする㝿も，ྎᩘ（᭱

大㸶ࢢルーࣉ）が㝈られるため，進ᤖのᢕᥱ

もᐜ᫆になる． 
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本✏では，➨㸯ⴭ⪅がᡤᒓするᖇ京大学の

⤫計学⩦に関わるㄢ㢟を整理した．今後は，

本研究の計⏬にᇶ࡙きᤵᴗᨵၿが認められる

か᳨ウし，⤫計学⩦に効果的な実㊶方ἲを体

系的に整理することがㄢ㢟であるࠋ 
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